
■第２７回羽山台空家対策プロジェクト会議を開催しました！ 

 

令和２年１月１０日（金）第２７回羽山台空家対策プロジェクト会議を竹の原公民館にて開

催し、次の内容について協議しました。 

 

【協議事項等】 

○現在の空家対策検討課題について 

・住まいるノートについて 

→日程調整後、民生委員への説明を予定しています。 

・空家予防対策調査表について 

→未回収データを次回、市へ提出します。 

・見回り代行チラシについて 

→作成した「見回り代行チラシ」の周知方法を検討しました。 

納税通知書には、「空き家・空き地相談窓口」（ありあけ不動産ネット協同組合）の  

チラシを同封することで準備が進められています。 

・実態調査について 

→民生委員による調査が終了しました。市で地図を作成します。 

・居住支援協議会との連携について 

→居住支援協議会との連携や支援の詳細を後日、居住支援協議会と打ち合わせします。 

 

○その他 

・空き地及び空家等対策計画の改定について（意見募集） 

→「空き地及び空家等対策計画」のパブリックコメント（意見募集）をしています。 

・平成 30年度福岡県空家対策連絡協議会成果報告書について 

  「自治会等と連携した空家の早期把握と発生予防の取組み」（紹介） 

→羽山台空家対策プロジェクトの取組が掲載されています。 

   成果報告書に示されている実行プランでは、羽山台空家対策プロジェクトは県が目標

とする最終ステップ（自治会主体の地域づくり）に到達しています。 

→宗像市では自治会脱退時に連絡先を確認しています。効果的な周知・啓発方法を検討

し、遂行基準の見直しを行います。 

 

 

【次回の開催について】 

第２８回  令和２年２月１２日（水）13：30～ 竹の原公民館にて開催。 

  

         

 

 



 

【セミナー】 

                      

    「平良事務局長紹介」            「事例発表」 

 

 

 

【編集後記】 

昨年 12月 21 日、イオンホールで開催された大牟田市居住支援協議会・大牟田ライフサポ

ートセンター主催の「住まいと住まい方（暮らし）を考えるセミナー」に参加しました。 

当プロジェクトの平良事務局長は、昨年度に引き続き２回目のセミナー出演でした。 

このプロジェクトの活動も、広く市民に認知されてきた感じがします。地域のパワーなく

して、空家問題の解決はないと思います。 

このセミナーを通じて、これからも地域と連携しながら空家対策を進めたいと改めて思い

ました。 
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